
7月定例市長記者会見



新たなまちづくり活動の拠点が
オープンします！

だ  い  わ   け ん せ つ

供用開始 ９月６日(日)～
＜参考＞貸館の予約受付開始
      ８月３日(月)９:３０～

※６カ月前から予約可能

●開設記念式典
９月５日（土） １０：３０～

●自動運転バス披露・試乗会
９月５日（土） １１：００～ 披露

１３：３０～ 試乗会
●オープニングイベント
９月５日（土） １３：００～
９月６日（日） １０：００～

＜内容＞ステージ発表、展示、
キッチンカーの出店 など

大和建設まちテラスふくやま オープン



〇オープンスペース

（和室）

１階

〇まちづくりネット関係団体事務室

・子ども会育成協議会
・女性連絡協議会
・老人クラブ連合会

まちづくり
サポートセンター

〇まちづくり
サポートセンター・自治会連合会

・PTA連合会
・文化連盟

●施設の概要
〇クッションフロア

〇畳敷

〇防音対応

〇キッズスペース

〇大会議室



●まちづくり活動の中心となるまちづくりネットの支援が始まります

自治会連合会

文化連盟

老人大学

子ども会
育成協議会

老人クラブ
連合会

女性連絡
協議会

PTA連合会

明るいまちづくり
協議会

交流館
・まちづくり企画課
・地域振興課

まちづくりサポートセンター

（地域支援のリーダー）

まちづくりネット

交流・連携

人材育成

相談支援

情報発信

具体的な活動事例や課題をテーマにした実践的な
セミナーの開催

まちづくり活動やNPO法人の設立・運営に関する
相談支援

まちづくり活動の事例や支援制度などの情報を
集約・発信

オープンスペースの活用、イベントの開催による
交流促進と、地域や市民団体の連携促進

具体的な支援内容

【協議の場】

【実動】



「まなびの杜 Fukuro（ふくろう）」

木材を用いた温もりある場所（＝杜）で、
知識と幸運の象徴である森の賢者「ふくろう」のように、
学生が学びを深める、という意味を込めたもの

●教室(６)、大教室、和室(茶室)、講堂
屋外に菜園、ばら園を整備

●９月７日(月)から２学期がスタート（３３教科）

もり

地域や団体と連携し、学びを地域活動に生かす
老人大学の取組が始まります！

●愛称

福山市老人大学の移転



老人大学（教室１～６、大教室、講堂ほか）

〇テラス・みはらしデッキ

２階

●施設の概要



福山駅前（9番のりば）

走行ルート

まちテラス前

2026年度走行ルート
：下り
：上り

福山郵便局前

ローズコム

野上町3丁目

2

野上町
2丁目(東)

沖野上町
4丁目(西)

22

エフピコアリーナふくやま

【ルート】 まちテラス前 福山駅前（9番のりば）

【本 数】 １日10.5周
    ⇒11月上旬から１日13周

（充電施設完成後）

【運 賃】 調整中

●概要

• 走行データを取得

 ⇒課題の抽出、必要な対策を実施

• 2027年夏以降、許認可申請
 ⇒2027年度末に運行開始

●レベル４に向けた今後の動き

エフピコアリーナ
ふくやま

ブリッジ

五本松公園

大和建設まちテラスふくやま

（仮称）
子ども未来館

クラゲ館

総合体育館公園

かわまち広場

芦田川

みらい創造ゾーン

旧体育館
支柱

至福山駅

イメージ図

新施設と福山駅前をつなぐ新たな路線の
運行がスタートします！

世界バラ会議福山大会の大会記念ばら
「キャンディーローズフクヤマ」を
モチーフにしたラッピングバスが走ります

自動運転バス（レベル２）の運行が始まります



ふくやま未来大賞
市制施行
110周年
記念事業

40歳代までの個人を基本とする

・福山市民又は福山市にゆかりがある
・地域や日本、世界をリードし、社会に影響を与えている又は
影響を与える可能性のある活動を国内外で行っている
・活動の分野・テーマは絞らない

○候補者の条件

受賞候補者

・募集（推薦）期間

7月31日（金）～9月27日（日）

スケジュール

7月31日～ 募集開始（9月27日まで）

10月 第１次審査（実行委員会・審査委員会）

11月 第２次審査（審査委員会）

2月 授賞式

・特設サイトの公開 7月31日（金）10：00～

・サイト内の専用フォームを通じて、
企業・団体が候補者を推薦（個人からの推薦は除く）

候補者の募集を開始

サイトイメージ

ふくやま未来大賞 検索

※福山市HPのバナーからも遷移可能



小安 美和

株式会社Ｗｉｌｌ Ｌａｂ
代表取締役

審査委員長

山下 良則

株式会社リコー 取締役会長 藻谷 浩介

株式会社日本総合研究所
調査部 主席研究員

枝広 直幹

福山市長

小林 正忠

楽天グループ株式会社
常務執行役員

戸田 拓夫

株式会社キャステム
代表取締役

由良 暁世

株式会社地球の歩き方
取締役

審査委員会 経済や地方創生など様々な分野をリードする
有識者で構成される審査委員会で議論



作田 忠司

公益財団法人ふくやま芸術文化財団
リーデンローズ館長

山本 浩未

スチーム有限会社 代表
的川 泰宣

宇宙航空研究開発機構（ＪＡＸＡ）
名誉教授

審査委員のほか、候補者の活動分野に応じて特別審査委員を選定

【文化・芸術】

【宇宙科学】

【美容・ファッション】

など

特別審査委員



審査委員長

山下 良則

株式会社リコー 取締役会長

審査委員長メッセージ

世界・日本・地域の未来を大きく変える可能性を秘めた、福山にゆかりのある皆
さんの挑戦を発掘し、表彰する。そんな記念すべき第１回の審査に関わることが
でき、今から胸が高鳴っています。

審査に当たっては、これまでの成果はもちろんのこと、その分野におけるこれか
らの将来性や発展可能性、そして周囲を巻き込んでいく熱い求心力なども踏まえ
ながら、各界で活躍されている審査委員の皆様とともに、一人ひとりの情熱に真っ
直ぐ向き合い、真剣に議論を尽くしたいと思います。

この表彰制度が、受賞される皆さんのさらなる躍進の後押しとなり、それに続く
次の世代の大きな励みとなる。そんなワクワクするような「挑戦の好循環」を、この
福山から一緒に創り出していきましょう。



• 福山市の象徴である「ばら」をモチーフ

• 一人の挑戦が社会へ広がる軌跡を花びらで表現

• 原石から未来へ飛躍する若者の成長を象徴

○ ロゴマークのイメージ

ロゴマーク ふくやま未来大賞を象徴するロゴデザインが決定
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新市町における防災重点ため池の被害及び災害対応について

6月27日(土) 3：30   119番入電
5：10 南迫池の被害確認・支方池越水の可能性があるため住民に避難の呼び掛け

  6：29    避難場所の開設 （最大避難：28世帯67人）
6：54    支方池の排水作業を実施

12：30 被災家屋調査を開始
  17：00    支方池の堤体の安全確認、飲料水の配布
  19：00    避難場所の閉鎖

6月28日(日)10：00    ボランティアによる土砂撤去・家財搬出等の実施
14：00    給水車の派遣、組立式給水タンクの設置

6月29日(月)10：45    被災世帯の訪問、健康調査等の実施

ため池土砂流入
しかたいけ

支方池

ため池堤防決壊
なんざこいけ

南迫池

住家被害
床上浸水3棟、床下浸水14棟

避難場所
（常金丸交流館・小学校）

もりしんいけ

森新池
うしとらいけ

艮池



金江町における農業用ため池の被害及び災害対応について

6月26日(金)9：00頃 ため池管理者から通報
  9：30  樋を２本抜いて落水を実施

6月27日(土)8：00  安全確認

ため池堤体一部崩落
みょうといわいけ

夫婦岩池

＜夫婦岩池被害状況＞

6月27日(土)～29日(月) 南迫池を除く市内の防災重点ため池(1,051箇所)の緊急点検完了



◎国（農林水産省）、県に対して要請した内容と対応状況
（7月2日に国（農林水産省）、 7月3日に県へ支援要請）

要請した内容 対応状況

①災害査定を待つことなく査定前着工
（応急工事）すること

・緊急性の高い農道について、国から査定前に工事
に着手することが認められた

・８月 ：工事発注予定

②ため池（支方池、夫婦岩池）、水路
農道及び農地の災害復旧

・９月 ：国の災害査定予定

・１０月：工事発注予定

③廃止予定の２池（南迫池、森新池）
を今年度中に工事着手すること

・地域から廃止に必要な同意書が提出され、

今年度内に廃止工事に着手予定

④耐震診断が未実施の艮池を今年度中
に耐震診断すること

・今年度、県の耐震診断に追加された

⑤夫婦岩池の被災原因を調査すること ・７月１５日に国（農林水産省）の職員が現地調査

なんざこいけ

うしとらいけ

もりしんいけ

しかたいけ みょうといわいけ

◎応急復旧の状況

○ 南迫池 ：ブルーシート設置、土砂で埋まった水路の復旧、周辺のため池の排水

○ 夫婦岩池：ブルーシート設置、ため池の排水

ため池等の災害復旧に向けた対応



ため池の対策強化に向けた今後の取り組み

◎日頃からの低水位管理が重要であり、特に、利用頻度が低いため池は、

低水位管理や落水（水を溜めない）の取り組みを強化する

利用のないため池は早期の廃止工事に取り組む

◎遠隔監視システムについては、設置の基準をあらため、上流にある

ため池を含める

◎防災力を一層強化するため、下流にあるため池の耐震診断を優先的に

実施し、安全度の向上に努める



ため池の対策強化に向けた今後の取り組み

本市の防災重点ため池１，０５２か所のうち、

 ○ 劣化・豪雨及び耐震の各診断の結果 

➞ 健全度の低いため池：約６００か所

 ○ 耐震診断が未実施のため池：約６００か所

※ 劣化・豪雨診断は全て実施済

◎ 国・県に対して、集中的・計画的な防災工事を推進していくための

  財政支援を求める

 ◎ ため池管理者等の理解と協力が得られるよう、丁寧な説明に努め

  ため池の安全対策を進める
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